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GPS、ロシアの GLONASS、ヨーロッパ
の Galileo、中国の Beidou 衛星などにも対
応できる同社製 GNSS 受信機のボードと
表彰状が飾ってあった。
　DX アンテナは、2K/4K/8K 放送受信
用のスーパーディッシュと宅内配線シス
テムを披露した。2018 年 12 月 1 日か
ら BSAT-4a と JCSAT-110A で 始 ま る
予定の次世代右左旋円偏波対応の衛星放送
サービスを先取りしたものである。細か
い技術的な話になるが、1032MHz から
3224MHz まですべてのチャンネルをカバ
ーしている。
　JAXA は、 地 球 観 測 衛 星 に よ る 災
害 監 視 や 環 境 問 題 の 解 明 を PR し、
J-SpaceSystems は、2045 年に実現を
目指す宇宙太陽光発電衛星の壮大な開発計
画について熱心な説明を行っていた。 
　展示会場の中心部を占めた「家・ライフ
スタイル・エリア」には、シャープが大き
なブースを構えて、8K の多角的な展示と
デモを実施して注目を集めた。最も目立っ
たのは、ブースの正面に設置されたマルチ
ディスプレイによる 8K のデモである。今
回は、70 型フル HD 液晶 16 台で大画面
を構成していた。これに劣らず目を引いた
のは、12 月に発売予定という 70 型 8K
テレビによるライブ中継デモである。ブー
スの光景をアストロデザイン製 8K カメラ
で撮影して来場者に見せていた。

　予想外だったのは、8K 内視鏡カメラの
展示である。世界で最小、最軽量と言われ
る 8K 内視鏡カメラの実機が展示され、手
術の現場を撮影したシーンが 8K テレビで
再現されていた、シャープとの関連と重量
を聞いてみたら「シャープには、8K モニ
ターによる映像表示と録画の分野で協力し
てもらっている。内視鏡カメラとコントロ
ーラのシステムインテグレーターは、カイ
ロス社。カメラヘッドは、370 グラムまで
軽量化できている」と答えていた。
　「社会・街エリア」には、富士通、NTT、
KDDI、レノボ・ジャパン、三菱電機が大き
なブースを設営し、初出展のワン・トゥ・
テンも交え VR/AR の競演で目を引いた。
　富士通は、日本ウインドサーフィン協会、
ラピスセミコンダクタと共同で実証実験中
というウィンドサーフィントレーニングシ
ステムを大々的に公開した。ブースには、
実物大のウインドサーフィンボードが持ち
込まれ、クリーク＆リバー社のヘッドマウ
ントディスプレイ（HMD）「アイディアレ
ンズ」による VR 体験を促していた。説明
員によれば、「実証実験の狙いは、センサー
をボードとセールに張り付けて、両センサ
ーで取得したデータをクラウドに上げて AI
で解析することで、最適なセーリングスキ
ルを追求すること」という。
　NTT グループは、「豊かなユーザーエク
スペリエンス」「快適な街と社会」「あらた

　「つながる社会、共創する未来」をテーマ
に掲げた「CEATEC JAPAN 2017」が
10 月 3 日から 6 日まで幕張メッセ（千葉
市）で開催された。第 18 回を迎えた今年
の会場は、「家・ライフスタイル・エリア」「社
会・街エリア」「デバイス・ソフトウェア・
エリア」「特別テーマエリア」の 4 大エリ
アで構成されており、昨年の 648 を上回
る 667 社・団体（海外 22 カ国 199 社を
含む）が出展し、総登録来場者数は、前年
比 6,886 人増の 152,066 人に達した。
　まず、本稿のテーマである衛星関連の
今回の出展者は、グローバルスター、マ
ゼ ラ ン シ ス テ ム ズ ジ ャ パ ン（MSJ）、
DX ア ン テ ナ、 宇 宙 航 空 研 究 開 発 機 構

（JAXA）、宇宙システム開発利用推進機構
（J-SpaceSystems）の 5 社・団体であっ
た。
　初出展を飾ったグローバルスター（本社、
アメリカ）は、同社が運用する周回衛星に
よるパーソナル追跡サービス端末「SPOT 
GEN3」と盗難アラート追跡装置「SPOT 
TRACE」を目玉にして出展した。地上
1414km を周回する 24 機の第 2 世代グ
ローバルスター衛星（タレス・アレニア・
スぺース製）を使用しているので、携帯ネ
ットワークの外でも通信を実現できるのが
メリットである。ブースの担当者は「SPOT 
GEN3 には、S.O.S ボタンが付いているの
で、緊急時に捜索救助を要請することがで
きる」と強調していた。日本をカバーする
ゲートウエイ局は、「韓国のヨジュとロシ
アのハバロフスクに設置済みで、いずれ日
本にもオープンする計画」という。「SPOT 
GEN3」の発売予定と価格を聞いて見たら

「11 月下旬からサービス開始を予定してお
り、端末の販売価格は 15,000 円前後の見
込み」と答えていた。
　MSJ は、次世代高精度多周波マルチ
GNSS 受信機の開発で今回栄えある総務
大臣賞を受賞した。ブースには、準天頂衛
星（日本版 GPS）はもちろん、アメリカの
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写真 1　グローバルスター社は、同社の周回衛星シ
ステムによるパーソナル追跡サービス端末と盗難ア
ラート追跡装置を目玉にして出展した。

写真 2　シャープは、16 面マルチディスプレイに
よる 8K のデモで注目の的になった。
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なモノづくり」の 3 つのコーナーを設けて、
IoT、AI x AI、ロボットなど多種多彩な展
示を行った。中でも面白かったのは、「豊か
なユーザーエクスペリエンス」のコーナー
で行われた「高品質パノラマ VR」と「VR
スポーツトレーニングシステム」のデモで
ある。「高品質パノラマ VR」のデモは、シ
ャープの EGZO ディスプレイを組みこんだ
HMD と NTT テクノクロスが開発したパノ
ラマ超エンジンを駆使して行われた。コン
テンツは、パナソニック製「GH5」カメラ
6 台を使って沖縄で撮影したという 8K 映
像で、再生は右目左目それぞれ 4K 解像度
で実現していた。NTT の狙いは、間もなく
やってくる 5G の時代に 8K 60p の大容量
パノラマ VR 映像の伝送サービスを取り込
むことにあるように思えた。
　KDDI は、「TELESAR V」のデモを行い
大勢の来場者が食い入るように見入ってい
た。分身となるアバターロボットとまるで
一体となったかのような感覚で、視覚、聴
覚、触覚を融合させた遠隔体験を実現する
テレイグジスタンス技術を駆使する非常に
高度なシステムである。この「TELESAR」
シリーズは、東京大学の舘暲（たち すすむ）
研究室が中心になって 1989 年から進めて
いるプロジェクトとのことで、若い研究員
が熱心にシステムの説明を繰り返していた。
同社のブースでは、この他にソニーの 4K
カメラ「α 6300」6 台を使って行う「自
由視点 VR リアルタイム制作システム」の
デモも行われた。
レノボ・ジャパンは、デイズニーと連携し

「スター・ウォーズ・ジェダイ・チャレン
ジ」というタイトルの AR（拡張現実）体
験コーナーを設けて、来場者の爆発的な人
気を呼んだ。HMD は、スマートフォン搭

載型「LENOVO ミラージュ AR」で、来
場者はライトセーバー・コントローラーと
床置きのトラッキング・ビーコンを使って

「戦略バトル」「ホロチェス」「ライトセー
バー・バトル」などを体験していた。レノ
ボは、間もなく発売予定という「Explorer 
VR-2551」と名付けた HMD も出展して、

「マイクロソフトの新プラットフォーム、
Windows Mixed Reality 対応のコンテン
ツを表示できる」と PR に余念がなかった。
ワン・トゥ・テン社は、「Cyber Wheel」
と名付けた車椅子型レーサーで、パラスポ
ーツのリアルな VR 体験の場を提供した。
時間がなく試すことができなかったが「車
椅子のハンドルリムを両手で回すことで、
VR 内の 400 メートルのコースを駆け抜け
るタイムトライアルが楽しめる」とのこと
であった。
　三菱電機は、自動運転による未来の交通
社会への貢献を前面に押し出し、来場者に

「Gear VR」を使用した運転体験を促して
いた。
　「デバイス・ソフトウエア・エリア」でも、
タイコエレクトロニックスジャパン（TE）
が VR の展示とデ
モを行い、ソシオ
ネクストが 4K8K
の PR に余念がな
かった。
　TE 社 は、 コ ネ
ク テ ィ ビ テ ィ と
セ ン サ ー ソ リ ュ
ー シ ョ ン の 最 先
端 技 術 で 世 界 的
に知られる米 TE 
Connectivity の
日本における合同

☆http://www.uni-w.com/fdi/　ではフルカラーでご覧いただけます。

会社である。今回、同社のメーンステージ
には、フォーミュラ E 自動運転車が設置さ
れ、希望する来場者に「VIVE」を使った体
験を促していた。ブースの説明員は、「本
デモの目的は、HDMI、USB、電源の 3
つの用途を一本にアセンブリーした TE 製
HSIO ケーブルを使って、HMD に高精細
映像データを高速伝送できることを証明す
ること」と語っていた
　世界初の 8K HEVC リアルタイムデコー
ド用 LSI を開発したソシオネクストは、こ
の LSI を組み込んだ 8K 60p リアルタイ
ムデコーダを出展し、4 面マルチスクリー
ンで映像を再生して見せていた。出力は、

「7680 x 4320 YUV 4:2:2 20bit」との
ことであった。同社のブースでは、もう一
点「仮想 22.2 チャンネル音響ソリューシ
ョン」が注目を集めた。同社が開発した空
間音響技術とフォステクス製スピーカー 2
台を駆使して「サイネージの広告効果が上
がる」と盛んに PR していた。

写真 3　富士通は、ブースにウインドサ
ーフィンボードを持ち込んで、来場者に
VR による体験を促していた。

写真 4　ワン・トゥ・テン社は、「Cyber Wheel」と
名付けた車椅子型レーサーで、パラスポーツのリア
ルな VR 体験の場を提供した。

写真 5　ソシオネクストは、同社製 LSI を組み込ん
だリアルタイムデコーダを使って、4 面マルチスク
リーンで 8K 60p 映像を再生して見せていた。


